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12月定例会の概要

○一般会計及び特別会計決算を認定
○文化芸術センターの工事内容を一部変更

宝塚市議会ホームページアドレス　http://www.city.takarazuka.hyogo.jp/gikai/index.html

もうすぐ全館オープンします（中央公民館）
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決
算
特
別
委
員
会
の
概
要

市
長
か
ら
平
成
29
年
度
の
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算

認
定
に
つ
い
て
、
合
計
16
件
の

議
案
が
平
成
30
年
９
月
定
例
会

の
最
終
日
で
あ
る
10
月
５
日
に
、

議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
議
会
は
、
そ
れ
を
受
け

12
人
の
委
員
で
構
成
す
る
決
算

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
詳
細

な
審
査
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。定

例
会
最
終
日
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
審
査
は
閉
会
中
の
継

続
審
査
と
し
、
本
会
議
閉
会
中

の
10
月
23
日
か
ら
29
日
の
間
の

５
日
間
を
か
け
て
、
一
般
会
計

歳
出
の
予
算
費
目
ご
と
及
び
歳

入
の
質
疑
、
国
民
健
康
保
険
事

業
費
や
介
護
保
険
事
業
費
等
の

特
別
会
計
ご
と
の
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
審
査
５
日
目
に
は
、

全
て
の
決
算
議
案
を
対
象
と
し

た
総
括
質
疑
を
各
会
派
ご
と
に

行
う
と
い
う
形
で
審
査
を
実
施

し
、
委
員
か
ら
の
討
論
を
経
て
、

委
員
会
と
し
て
の
採
決
を
行
っ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
採
決
結
果
に

つ
い
て
、
11
月
20
日
、
12
月
定

例
会
の
初
日
の
本
会
議
に
お
い

て
委
員
長
か
ら
内
容
を
報
告
し
、

全
議
員
で
採
決
し
、
市
議
会
と

し
て
の
議
決
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑
の
概
要

問　

休
館
か
ら
２
年
と
な
る

小
浜
工
房
館
の
有
効
活
用
策
は
。

答　

福
祉
関
係
施
設
を
検
討

し
て
い
る
が
課
題
が
あ
り
時
間

が
か
か
っ
て
い
る
。

問　

手
塚
治
虫
記
念
館
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定
は
。

答　

企
画
展
の
組
み
合
わ
せ

で
幅
広
い
層
を
誘
引
し
た
い
。

問　

時
間
外
勤
務
が
百
時
間

超
の
職
員
が
い
る
が
対
策
は
。

答　

業
務
の
状
況
を
見
な
が

ら
次
期
職
員
体
制
を
検
討
す
る
。

問　

北
部
地
域
の
バ
ス
の
今

後
は
。

答　

路
線
を
合
理
的
に
整
備

す
る
と
と
も
に
デ
マ
ン
ド
型
交

通
に
よ
り
補
完
し
、
交
通
弱
者

に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

平
成
29
年
度
に
執
行
し

た
市
長
選
挙
の
投
票
率
が
39
・

１
％
と
低
い
。
期
日
前
投
票
に

力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
。

答　

大
型
商
業
施
設
等
で
実

施
で
き
な
い
か
調
整
中
。

問　

小
林
駅
周
辺
整
備
事
業

の
進
捗
は
。

答　

地
元
と
の
協
議
に
よ
り

必
要
な
も
の
や
官
民
の
役
割
分

担
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ

れ
に
基
づ
き
進
め
て
い
く
。

問　

病
児
保
育
と
病
後
児
保

育
は
、
現
状
の
よ
う
に
別
々
に

実
施
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
。

答　

別
々
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

問　

自
殺
予
防
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
講
座
は
誰
も
が
受
講
す
べ

き
内
容
。
職
員
研
修
や
学
校
の

授
業
に
組
み
込
め
な
い
か
。

答　

で
き
る
限
り
多
く
の
人

に
受
講
し
て
も
ら
い
た
い
。
ど

う
広
め
る
か
検
討
す
る
。

問　

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー

シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
が
形
に
な

っ
て
い
な
い
の
で
は
。

答　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
活

用
し
グ
ッ
ズ
を
作
成
。
市
民
と

共
に
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

問　

高
齢
者
の
は
り
・
き
ゅ

う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
助
成

が
終
了
す
る
が
、
周
知
は
。

答　

窓
口
へ
の
掲
示
と
助
成

券
の
送
付
時
に
同
封
し
て
い
る
。

問　

山
手
台
小
学
校
地
域
児

童
育
成
会
は
、
従
来
の
上
限
80

人
を
超
え
る
１
４
０
人
定
員
で

設
置
し
た
が
、
特
別
な
の
か
。

答　

学
校
外
で
民
間
の
整
備

が
で
き
ず
、
特
例
で
整
備
し
た
。

問　

山
本
東
の
私
立
保
育
所

誘
致
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
事

業
者
と
地
域
住
民
が
対
立
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
市
の
対
応
は
。

答　

市
主
催
の
説
明
会
を
開

催
す
る
な
ど
し
、
地
域
に
説
明
。

地
域
住
民
の
理
解
が
進
む
よ
う

取
り
組
み
た
い
。

問　

小
林
よ
り
あ
い
ひ
ろ
ば

の
廃
止
に
よ
る
、
代
替
施
設
等

の
対
応
策
は
。

答　

施
設
の
確
保
は
困
難
で

あ
り
、
公
民
館
等
を
使
用
し
て

い
た
だ
く
よ
う
説
明
し
て
い
る
。

問　

子
ど
も
食
堂
と
市
は
連

携
し
て
い
る
の
か
。

答　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に

職
員
が
出
席
し
情
報
を
共
有
す

る
と
と
も
に
、
支
援
団
体
等
と

の
橋
渡
し
を
主
体
的
に
実
施
。

問　

児
童
虐
待
防
止
の
た
め

の
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

事
業
の
成
果
は
。

答　

子
育
て
の
負
担
や
叱
る

回
数
が
減
り
、
褒
め
る
回
数
が

増
え
て
お
り
、
有
効
と
認
識
。

問　

３
年
目
と
な
る
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
事
業
の
成
果
は
。

答　

本
人
に
寄
り
添
い
プ
ラ

ン
を
作
成
し
指
導
す
る
こ
と
と
、

関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
た
め
の
仕

組
み
の
構
築
が
成
果
と
言
え
る
。

問　

母
子
・
父
子
・
遺
児
福

祉
金
の
廃
止
に
伴
う
代
替
策
は
。

答　

母
子
・
父
子
自
立
支
援

相
談
員
の
増
員
、
新
入
学
学
用

品
費
増
額
を
実
施
。
大
学
入
学

時
の
給
付
型
奨
学
金
な
ど
そ
の

他
の
施
策
も
実
施
し
て
い
く
。

問　

妊
婦
健
康
診
査
費
助
成

金
は
２
年
前
に
８
万
６
千
円
に

増
額
し
た
が
、
他
市
平
均
よ
り

低
い
。
増
額
す
べ
き
で
は
。

答　

平
成
28
年
度
に
増
額
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
早
期
の
増

額
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

が
ん
検
診
事
業
で
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い
る

が
、
受
診
率
向
上
の
工
夫
は
。

答　

受
診
歴
に
着
目
し
受
診

勧
奨
通
知
を
送
付
。
ま
た
、
が

ん
検
診
を
取
り
上
げ
た
テ
レ
ビ

番
組
に
合
わ
せ
て
も
通
知
し
た
。

問　

ご
み
の
減
量
化
等
を
目

指
し
て
い
る
と
思
う
が
、
新
ご

み
処
理
施
設
の
処
理
能
力
は
。

答　

現
在
の
処
理
能
力
は
１

日
当
た
り
１
６
０
ト
ン
が
２
炉
、

新
焼
却
炉
の
原
案
で
は
１
０
６

ト
ン
が
２
炉
の
計
画
。

問　

中
山
台
地
区
の
学
校
規

模
適
正
化
の
進
捗
状
況
は
。

答　

中
山
台
地
区
教
育
環
境

適
正
化
検
討
委
員
会
の
協
議
は

最
終
段
階
。
具
体
的
計
画
を
策

定
し
、
速
や
か
に
取
り
組
む
。

問　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
中
高
生

の
悩
み
相
談
を
開
設
し
て
は
。

答　

県
が
実
施
し
て
お
り
、

実
績
を
見
て
検
討
し
た
い
。

問　

通
学
路
に
面
し
た
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
状
況
調
査
は
。

答　

全
校
に
指
示
し
た
が
、

回
答
が
ま
だ
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。

引
き
続
き
確
認
す
る
。

問　

平
成
29
年
度
か
ら
実
施

し
た
保
育
・
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
派
遣
状
況
は
。

答　

２
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
そ
れ
ぞ
れ
年
百
回
、
私
立
保

育
園
と
私
立
幼
稚
園
に
訪
問
し
、

良
い
評
価
を
得
て
い
る
。

現
地
視
察

平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
事

業
の
う
ち
、
山
手
台
小
学
校
の

地
域
児
童
育
成
会
室
と
宝
塚
す

み
れ
墓
苑
の
合
葬
式
墓
所
を
視

察
し
ま
し
た
。

山
手
台
小
学
校
の
地
域
児
童

育
成
会
室
に
つ
い
て
は
、
待
ち

望
ま
れ
た
施
設
で
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
に
親
し
ま
れ
る
施
設
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

合
葬
式
墓
所
に
つ
い
て
は
、

全
国
的
に
も
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
多

数
の
申
し
込
み
を
受
け
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。決算特別委員会委員（◎委員長、○副委員長）

後列左から　岩佐まさし、石倉加代子、たぶち静子
江原和明、梶川みさお、大島淡紅子、たけした正彦
前列左から　みとみ稔之、若江まさし、◎冨川晃太郎
〇藤岡和枝、伊福義治

各　会　計　別　決　算　概　要 （単位：千円）

会　計　別 歳入決算額 歳出決算額 対前年度比率
（歳出　単位：％）

実質収支
（※ 1 ）

単年度収支
（※ 2 ） 審　議　結　果

一　　般　　会　　計 77,332,581 76,346,756  100.39 564,708 343,231 認定（全員一致）

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業費 26,992,959 25,692,760  92.19 1,300,199 1,258,533 認定（賛成多数）
国民健康保険診療施設費 107,314 107,314  91.86 0 0 認定（全員一致）
農業共済事業費 70,896 63,074  99.18 7,822 311 認定（全員一致）
介護保険事業費 19,451,090 18,907,830  105.10 543,260 141,374 認定（全員一致）
後期高齢者医療事業費 3,987,748 3,852,604  104.30 135,144 1,458 認定（賛成多数）
財　　産　　区（9 件） 96,001 64,717  82.22 31,284 △ 316 認定（全員一致）
宝塚すみれ墓苑事業費 257,942 257,942  201.95 0 △ 150,707 認定（全員一致）

計 128,296,531 125,292,997  99.45 2,582,417 1,593,884
※ 1　実質収支……歳入歳出の差引額から翌年度へ繰り越すべき財源を控除した額
※ 2　単年度収支……当該年度の実質収支から前年度の実質収支を差し引いた額

◆本会議での各議員の賛否（賛成＝○、反対＝×）※議長は表決に加わりません。

会 派 名 たからづか
真政会

公明党
議員団

日本共産党
宝塚市会議員団

安全で誇れ
る宝塚をつ

くる会

市民
ネット
宝塚

ともに
生きる

市民の会

無
所
属

議員名

伊
福　

義
治

浅
谷　

亜
紀

大
川　

裕
之

た
け
し
た
正
彦

冨
川
晃
太
郎

江
原　

和
明

中
野　
　

正

藤
岡　

和
枝

三
宅　

浩
二

と
な
き
正
勝

田
中　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

み
と
み
稔
之

北
山　

照
昭

細
川　

知
子

若
江
ま
さ
し

寺
本　

早
苗

石
倉
加
代
子

北
野　

聡
子

井
上　
　

聖

大
島
淡
紅
子

梶
川
み
さ
お

岩
佐
ま
さ
し

国民健康
保険事業費 ○○○○○○○○○××××○○○○○

議
長

○○○○

後期高齢者
医療事業費 ○○○○○○○○○××××○○○○○ ○○○○

その他の会計の決算については全員一致で認定しています。

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
歳入決算額 72,925,040 69,440,666 69,250,905 73,931,350 72,747,650 74,476,232 76,755,477 77,332,581 
歳出決算額 71,475,785 68,440,403 67,745,780 72,708,337 71,829,965 73,453,627 76,050,609 76,346,756 
市 債 残 高 79,783,464 77,275,193 77,956,992 75,783,032 74,409,366 73,667,591 72,133,174 72,120,343 
積立基金残高 11,032,371 11,213,098 11,480,789 12,031,411 10,895,536 10,063,093 9,317,538 9,502,991 

0円

100億円

200億円

600億円

700億円

800億円

900億円

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

積立基金残高

市債残高

歳出決算額

歳入決算額

平成29年度
一般会計・特別会計決算を認定

過去 8年の決算額等の推移

民生費
46.3％衛生費

9.1％

土木費
8.0％

労働費
0.1％

農林業費
0.4％

商工費
0.7％

消防費
3.0％

教育費
11.2％

公債費
8.5％ 総務費

11.8％

議会費
0.6％

諸支出金
0.3％

歳出目的別構成比

（単位：千円）
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国民健康保険税の納付回数を年9期から年10期に増加

概要　来年度からの国
こ く

民
み ん

健
け ん

康
こ う

保
ほ

険
け ん

税
ぜ い

の納
の う

付
ふ

について、現
げ ん

行
こ う

、年 9 期ある納付回数を年

10期に増やし、納
の う

税
ぜ い

義
ぎ

務
む

者
し ゃ

の 1 回当たりの負担額の軽減を図るため、条例の一部を改

正するものです。

主な審議内容　納付回数の変更による費
ひ

用
よ う

対
た い

効
こ う

果
か

などについての質疑がありました。

平成30年度宝塚市病院事業会計補正予算（第 1 号）

概要　病
びょういん

院事
じ ぎ ょ う

業収
しゅうえき

益の予定額を5,296万 2 千円減額し、補正後の総額を114億2,570万 2

千円とし、病院事業費用の予定額を 1 億5,067万 1 千円増額し、補正後の総額を119億

5,589万 7 千円とするものです。主な内容は、入
にゅういん

院収
しゅうえき

益の減額、外
が い

来
ら い

収
しゅうえき

益の増額とこれ

に伴
ともな

う材料費の増額、医師確保など人
じ ん

員
い ん

構
こ う

成
せ い

の変化に伴う給与費の増加などです。

主な審議内容　医師確保の進
し ん

捗
ちょく

状
じょう

況
きょう

はどのようになっているのか、来年度以降、黒字

化すると考えているのか、また医師確保以外にどのようなことに取り組んでいくのか、

5 名の医師増員は兵庫医科大学・宝塚市立病院連
れ ん

携
け い

の会として結成した「宝
ほ う

庫
こ

会
か い

」で

の連携の強
きょう

化
か

による成果と捉
と ら

えてよいのか、今回の補正予算の考え方として、入院及

び外来の両方で医師の増減が主な要因となり収入や支出が増減しているのか、以前か

ら在
ざ い

籍
せ き

している医師と新たに採用した医師とのコミュニケーションについて何か対策

は考えているのかなどの質疑がありました。

12月定例会では、市長から提案された議案など計63件について審議しました。
提出された議案は一部を除き、 3 つの常任委員会（総務・文教生活・産業建設）に付託

し、慎重に審査しました。
ここでは、各常任委員会で審査された主な議案を報告します。

12月定例会の議案審議から12月定例会の議案審議から

全員一致

可決

全員一致

可決
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危険ブロック塀等撤去費補助金など 7 億1,110万円を増額

■平成30年度宝塚市一般会計補正予算（第 3 号）

概要　平成30年度一般会計の歳
さ い

入
にゅう

歳
さ い

出
しゅつ

予
よ

算
さ ん

の総
そ う

額
が く

にそれぞれ 7 億1,110万円を増
ぞ う

額
が く

し、

補
ほ

正
せ い

後
ご

の総額を794 億5,296万 4 千円とするものです。

主な審議内容　危険ブロック塀
べ い

の判断基準及び判断者、危険ブロック塀等撤
て っ

去
き ょ

費
ひ

補
ほ

助
じ ょ

金
き ん

の予算額及び対象、公
こ う

共
きょう

施
し

設
せ つ

保
ほ

有
ゆ う

量
りょう

最
さ い

適
て き

化
か

方
ほ う

針
し ん

策
さ く

定
て い

検
け ん

討
と う

懇
こ ん

話
わ

会
か い

の委員構成、同懇話会で求めようとする意見の内容、公共施

設マネジメントの考え方、台風被災農業者向け生産施設等復旧

支援事業補助金の内容、小・中学校の災害対応等修繕などにつ

いての質疑がありました。

旧安田邸利活用に向け、事業者選定委員会を設置

概要　旧
きゅう

安
や す

田
だ

邸
て い

の利
り

活
か つ

用
よ う

などを行う事業者を選定するため、附属機関として、新たに

宝塚市旧安田邸利活用等事業者選定委員会を設置するため、条例の一部を改正するも

のです。

主な審議内容　旧安田邸の遺
い

贈
ぞ う

を受けてから、地域でいろいろな議論をしているよう

だが、旧安田邸の利活用について地域と合
ご う

意
い

ができているかとの質疑があり、旧安田

邸利活用検討部会が複数の民間事業者と協議を行っており、その中の 1 者から地域に

とって好ましい提案があったとの回答がありました。またプロポーザルで事業者を募

集するとのことで、利活用の方法は定
て い

期
き

借
しゃく

地
ち

、指
し

定
て い

管
か ん

理
り

等が考えられるがどのような

想定なのかとの質疑があり、遺贈の際の覚
おぼえ

書
が き

を大切にしたいと考えており、土地の売

却、賃貸ともに考えたが、売却すると将来的に覚書に沿った活用ができない可能性が

あり、定期借地で考えている。今の建物を保存、利活用する提案が一番望ましいが、

修繕に最低 1 億円かかると試算しており、その修繕費を市が出せない条件下では難し

いとの回答がありました。

全員一致

可決

全員一致

可決
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工事請負契約（（仮称）市立文化芸術施設新築工事）の変更

概要　文化芸術センターに係る工事請
う け

負
お い

契約のうち、連絡通路や手
て

塚
づ か

治
お さ

虫
む

記念館前広
場スロープなどの附属施設について工事の変更を行うため、契約金額を変更するもの
です。
　変更後の契約金額　16億7,572万 8 千円（583万 2 千円の減額）
　　
主な審議内容　工事内容についてを論点とし、審査が進められました。工事変更に向
けた手塚プロダクションとの協議内容、手

て

塚
づ か

眞
まこと

氏からの提案に対する市の対応、連絡
通路の設計がこれまで変わってきていることについての市の考え、地

じ

盤
ば ん

改
か い

良
りょう

範囲の変
更内容、文化芸術センターから手塚治虫記念館までの間の車椅子利用者の動線につい
ての確認、防災関係の避難経路や避難所の場所に関する標示、指定管理者決定後の飲
食機能に関する運営などについての質疑がありました。討論では、この施設を整備す
るに当たり、市の基本的な施設のコンセプトがどんどん変わっている。当初、連絡通
路は庭園を分断するため良くないと、宝塚市景

け い

観
か ん

審
し ん

議
ぎ

会
か い

デザイン協議部会から意見が
あったにもかかわらず、市は喫茶が必要、連絡通路も必要だと説明し、市議会はその
内容で議決した。それが現
時点になって工事内容を変
更し、今後もまた変わる余
地があるという。施設その
ものが、文化性及び芸術性
を持つことが大事だと思っ
ているが、一般的な施設を
つくるのではないという意
識が曖

あ い

昧
ま い

になってきている
と言わざるを得ず、全てに
反対しているわけではない
が、この進め方には納得が
できないとの反対討論があ
りました。

賛成多数

可決

◆本会議での各議員の賛否（賛成＝○、反対＝×）　　※議長は表決に加わりません。

会　派　名 たからづか
真政会

公明党
議員団

日本共産党
宝塚市会議員団

安全で誇れる
宝塚をつくる会

市民ネット
宝塚

ともに生きる
市民の会

無
所
属

議員名

案件名・結果

伊
福　

義
治

浅
谷　

亜
紀

大
川　

裕
之

た
け
し
た
正
彦

冨
川
晃
太
郎

江
原　

和
明

中
野　
　

正

藤
岡　

和
枝

三
宅　

浩
二

と
な
き
正
勝

田
中　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

み
と
み
稔
之

北
山　

照
昭

細
川　

知
子

若
江
ま
さ
し

寺
本　

早
苗

石
倉
加
代
子

北
野　

聡
子

井
上　
　

聖

大
島
淡
紅
子

梶
川
み
さ
お

岩
佐
ま
さ
し

工事請負契約（（仮称）市立文化芸術施設新築工事）
の変更について 可決（賛成多数）○○○×○○○○○○○○○×××○○

※
議
長
○○○○

文化芸術施設

駐車場

休憩所
手塚治虫記念館

スロープ

配置図　S＝1：800 凡例 変更後のスロープ 取りやめる連絡通路

変更後配置図
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子ども発達支援センターで居宅訪問型児童発達支援事業を実施

概要　児童福祉法の一部改正により、新たに居
き ょ

宅
た く

訪
ほ う

問
も ん

型
が た

児
じ

童
ど う

発
は っ

達
た つ

支
し

援
え ん

が創設されたこ
とを受け、本市においては、市立子ども発達支援センターにおいて事業を実施すると
ともに、法改正に伴う所要の整理を行うため、条例の一部を改正するものです。

主な審議内容　市立子ども発達支援センターでの居宅訪問型児童発達支援事業実施に
当たり、対象者の規定や把握、民間事業者の参入の可能性、市の体制などについての
質疑がありました。また、同事業に取り組む民間事業者が市内にないため、市が取り
組むことになった経緯と、同様に、市内で取り組む事業者のいない医療的ケアが可能
な放課後等デイサービスも、市直営で取り組むべきではないかとの質疑がありました。
自由討議では、医療的ケアの必要な児童について今後どうしていくのか、市としての
方向性を示してもらわなければならない、また、事業所の育成は大切であり、やる気
のある事業所を応援してほしいとの意見がありました。

法改正に伴う農業共済制度の変更

概要　農業災害補償法の一部改正により、農作物共済については平成31年産の農作物
から、また、家

か

畜
ち く

共
きょう

済
さ い

と園
え ん

芸
げ い

施
し

設
せ つ

共
きょう

済
さ い

については平成31年 1 月からの引受分から、改
正後の農業保険法が適用されることを受け、改正後の法律の内容に合わせて所要の整
備を行うため、宝塚市農業共済条例の全部を改正するものです。
　　
主な審議内容　農作物共済の任意加入制への変更、引

ひ き

受
う け

方
ほ う

式
し き

の変更及び農業経営収入
保険創設による農業者への影響、家畜共済の診療費などについての質疑がありました。
討論では、共済加入者が減少する恐れがあり、小規模農業者が多数を占める本市では
今回の制度改正はデメリットが大きいと思われるとの反対討論がありました。

全員一致

可決

賛成多数

可決

◆本会議での各議員の賛否（賛成＝○、反対＝×）　　※議長は表決に加わりません。

会　派　名 たからづか
真政会

公明党
議員団

日本共産党
宝塚市会議員団

安全で誇れる
宝塚をつくる会

市民ネット
宝塚

ともに生きる
市民の会

無
所
属

議員名

案件名・結果

伊
福　

義
治

浅
谷　

亜
紀

大
川　

裕
之

た
け
し
た
正
彦

冨
川
晃
太
郎

江
原　

和
明

中
野　
　

正

藤
岡　

和
枝

三
宅　

浩
二

と
な
き
正
勝

田
中　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

み
と
み
稔
之

北
山　

照
昭

細
川　

知
子

若
江
ま
さ
し

寺
本　

早
苗

石
倉
加
代
子

北
野　

聡
子

井
上　
　

聖

大
島
淡
紅
子

梶
川
み
さ
お

岩
佐
ま
さ
し

宝塚市農業共済条例の全部を改正する条例の制定
について 可決（賛成多数）○○○○○○○○○××××○○○○○

※
議
長
○×○○
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その他の賛否が分かれた議案等（各会派・各議員の賛否　賛成＝○　反対＝×）

会　派　名
たからづか
真政会

公明党
議員団

日本共産党
宝塚市会議員団

安全で
誇れる宝塚を
つくる会

市民ネット
宝塚

ともに
生きる
市民の会

無
所
属

議員名

案件名・結果

伊
福　

義
治

浅
谷　

亜
紀

大
川　

裕
之

た
け
し
た
正
彦

冨
川
晃
太
郎

江
原　

和
明

中
野　
　

正

藤
岡　

和
枝

三
宅　

浩
二

と
な
き
正
勝

田
中　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

み
と
み
稔
之

北
山　

照
昭

細
川　

知
子

若
江
ま
さ
し

寺
本　

早
苗

石
倉
加
代
子

北
野　

聡
子

井
上　
　

聖

大
島
淡
紅
子

梶
川
み
さ
お

岩
佐
ま
さ
し

平成30年度宝塚市一般会計補正予算（第 4 号）
 可決（賛成多数）○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
議
長

○ ○ ○ ○

平成30年度宝塚市特別会計国民健康保険事業費補正予算
（第 3 号） 可決（賛成多数）○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度宝塚市特別会計国民健康保険診療施設費補正予
算（第 2 号） 可決（賛成多数）○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度宝塚市特別会計農業共済事業費補正予算（第 3
号） 可決（賛成多数）○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度宝塚市特別会計介護保険事業費補正予算（第 3
号） 可決（賛成多数）○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度宝塚市特別会計後期高齢者医療事業費補正予算
（第 2 号） 可決（賛成多数）○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度宝塚市特別会計宝塚市営霊園事業費補正予算
（第 3 号） 可決（賛成多数）○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度宝塚市病院事業会計補正予算（第 2 号）
 可決（賛成多数）○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宝塚市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について 可決（賛成多数）○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宝塚市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 可決（賛成多数）○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宝塚市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 可決（賛成多数）○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長の裁決について　過半数議決の場合、議員には賛成・反対の表決権がありますが、議長には表決権がありません。ただし、表決において賛成・反対が
　同数つまり「可否同数」になった場合、議長には可決か否決かを決定する裁決権が認められています。

その他の賛否が全員一致した議案等
平成30年度宝塚市特別会計国民健康保険事業費補正予算（第 2 号）

可 決

平成30年度宝塚市特別会計国民健康保険診療施設費補正予算（第 1 号）

平成30年度宝塚市特別会計農業共済事業費補正予算（第 2 号）

平成30年度宝塚市特別会計介護保険事業費補正予算（第 2 号）

平成30年度宝塚市特別会計後期高齢者医療事業費補正予算（第 1 号）

平成30年度宝塚市特別会計宝塚市営霊園事業費補正予算（第 2 号）

宝塚市市税条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公営に関する条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市福祉医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市立身体障害者支援センター条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市立幼稚園保育料等徴収条例及び宝塚市立西谷認定こども園条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市生活道路整備条例の一部を改正する条例の制定について

市道路線の認定について

市道路線の認定変更について

平成30年度宝塚市一般会計補正予算（第 5 号）

人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて（ 2 件） 適 任
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12
月
定
例
会
で
は
、
左
記
の

決
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

将
来
を
見
据
え
た
健
全
で
持
続

可
能
な
行
財
政
運
営
の
実
現
を

求
め
る
決
議
（
概
要
）

宝
塚
市
は
、
平
成
28
年
３
月

に
作
成
し
た
財
政
見
通
し
に
お

い
て
、
以
降
５
年
間
の
収
支
不

足
額
を
40
億
２
千
万
円
超
と
予

測
し
た
。

そ
れ
以
降
、
市
は
慌
た
だ
し

く
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
を

進
め
、
市
議
会
と
し
て
も
行
財

政
改
革
調
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
本
市
の
財
政
状
況
や
行

財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
幅
広
く
調
査
し
、
あ
る
べ
き

方
向
を
指
し
示
し
て
き
た
。

そ
も
そ
も
こ
の
収
支
不
足
は
、

市
税
収
入
や
地
方
交
付
税
等
の

伸
び
が
見
込
め
ず
、
少
子
高
齢

化
等
に
よ
る
民
生
費
の
増
、
老

朽
化
し
た
公
共
施
設
や
イ
ン
フ

ラ
等
の
整
備
や
維
持
・
保
全
費

用
の
増
大
等
か
ら
な
る
も
の
で
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
流

れ
の
中
で
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ

う
な
行
財
政
運
営
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
は
無
理
が
生
じ
て
い

る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

今
後
の
行
財
政
運
営
で
は
、

減
少
傾
向
に
あ
る
歳
入
に
つ
い

て
は
、
増
加
に
つ
な
が
る
方
策

に
鋭
意
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、

増
加
傾
向
に
あ
る
歳
出
に
つ
い

て
は
、
行
財
政
運
営
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
や
事
務

事
業
の
見
直
し
、
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
等
、

歳
出
総
額
の
削
減
に
つ
な
が
る

施
策
を
積
極
的
か
つ
計
画
的
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
本
市
の
厳

し
い
財
政
状
況
と
財
政
健
全
化

の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、
市

民
に
対
し
丁
寧
に
周
知
し
、
理

解
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

そ
し
て
、
具
体
的
財
源
不
足

へ
の
対
応
方
針
で
あ
る
「
将
来

を
見
据
え
た
健
全
で
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
」
の
確
立
は
、

市
民
の
理
解
の
下
、
庁
内
一
丸

と
な
り
、
間
断
な
く
財
政
健
全

化
及
び
行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
成
し

得
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
実
現
に
当
た
っ
て
は
、

各
部
局
に
よ
り
異
な
る
意
識
や

ス
ピ
ー
ド
感
を
し
っ
か
り
と
管

理
し
、
推
進
し
て
い
く
、
市
長

以
下
本
市
執
行
部
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
能
力
が
問
わ
れ
る
。

こ
れ
を
肝
に
銘
じ
た
取
り
組

み
を
求
め
る
に
当
た
り
、
本
市

の
財
政
健
全
化
及
び
行
財
政
改

革
の
取
り
組
み
に
お
い
て
必
要

な
条
件
を
こ
こ
に
提
示
す
る
。

１　
「
将
来
を
見
据
え
た
健
全

で
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

め
ざ
し
て
」
の
方
針
に
沿
っ
て
、

財
政
健
全
化
及
び
行
財
政
改
革

を
引
き
続
き
進
め
る
こ
と

２　

庁
内
一
丸
と
な
っ
た
取
り

組
み
と
な
る
よ
う
、
市
長
以
下

執
行
部
は
責
任
を
持
っ
て
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と

３　

制
度
の
見
直
し
等
に
よ
り

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く

恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
丁
寧

に
市
民
の
声
を
聴
き
検
討
・
実

施
す
る
こ
と

４　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
実
現
や
業
務
の
効
率
化

を
目
指
し
て
、
給
与
体
系
等
も

含
め
、
組
織
の
活
性
化
を
図
る

こ
と　

５　

公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の

更
新
等
、
将
来
を
見
据
え
た
投

資
を
着
実
に
行
う
た
め
に
、
適

切
な
実
施
計
画
と
財
源
の
確
保

を
行
う
こ
と

６　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
早
急
に
確
立
す
る
こ
と

７　

市
民
が
正
し
く
財
政
状
況

を
把
握
で
き
る
よ
う
、
適
切
に

情
報
発
信
を
行
う
こ
と　

以
上
、
決
議
す
る
。

（
可
決
・
全
員
一
致
）

　

12
月
定
例
会
で
は
、
６
件
の
意
見
書
案
を
全
員
一
致
で
可
決
し
、

関
係
機
関
へ
送
付
し
ま
し
た
。

市
議
会
の
本
会
議
や
委
員
会

は
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

本
会
議
の
受
付
は
市
庁
舎
４

階
本
会
議
場
、
委
員
会
の
受
付

は
市
庁
舎
３
階
議
会
事
務
局
で

す
。

■
３
月
定
例
会
の
日
程

決
　
　
議

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

意 

見 

書

3 月 2月
28日 27日 26日 15日 14日 13日 12日 11日 8日 7日 6日 5日 4日 1日 28日 27日 26日 15日
木 水 火 金 木 水 火 月 金 木 水 火 月 金 木 水 火 金
本
会
議
（
予
備
日
）

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
（
総
括
）

予
算
特
別
委
員
会

常
任
委
員
会
②
（
予
備
日
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
②

文
教
生
活
常
任
委
員
会
②

総
務
常
任
委
員
会
②

産
業
建
設
常
任
委
員
会
①

産
業
建
設
常
任
委
員
協
議
会

文
教
生
活
常
任
委
員
会
①

文
教
生
活
常
任
委
員
協
議
会

総
務
常
任
委
員
会
①

総
務
常
任
委
員
協
議
会

本
会
議
（
代
表
質
問
）

本
会
議
（
代
表
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

議
場
コ
ン
サ
ー
ト

本
会
議
（
施
政
方
針
）

意　見　書　名 送　付　先

防災・減災に資するインフラ整備促進のための財源確保等
具体的な対策を求める意見書

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣
総務大臣、農林水産大臣、国土交通大臣
内閣官房長官、内閣府特命担当大臣（防災）

認知症施策の推進を求める意見書 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣

無戸籍問題の解消を求める意見書 内閣総理大臣、総務大臣、法務大臣

義援金差押禁止法の恒久化を求める意見書 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官

教育の無償化・負担軽減に関する意見書

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣
総務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、内閣官房長官
内閣府特命担当大臣（少子化対策）　　
全世代型社会保障改革担当

相次ぐ災害に対する特別交付税の増額を求める意見書 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣
総務大臣、内閣官房長官、内閣府特命担当大臣（防災）
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【
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
道
路
や
公
園

の
補
修
箇
所
通
報
シ
ス
テ
ム
】

問　

開
発
費
も
不
要
、
個
人

情
報
を
収
集
せ
ず
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
問
題
も
な
い
。
ぜ
ひ
導
入
を
。

答　

先
進
事
例
を
検
討
し
、

庁
内
の
情
報
共
有
を
図
り
、
導

入
に
向
け
検
討
中
で
あ
る
。

【
グ
ラ
ン
ド
パ
ス
65
へ
の
購
入

時
の
助
成
】

問　

高
齢
者
バ
ス
・
タ
ク
シ

ー
運
賃
助
成
券
で
、
バ
ス
は
回

数
券
の
み
対
象
だ
が
、
割
引
率

も
高
く
利
用
者
も
多
い
グ
ラ
ン

ド
パ
ス
65
の
購
入
に
助
成
券
が

使
え
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

答　

事
業
内
容
を
整
理
し
、

助
成
可
能
か
検
討
を
進
め
る
。

意
見　

高
齢
者
の
社
会
参
加

に
資
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
早
期

に
助
成
の
実
施
を
。

【
宝
塚
市
営
火
葬
場
の
休
日
】

問　

市
営
火
葬
場
は
友
引
が

休
日
だ
が
、
市
営
で
あ
る
な
ら

友
引
で
も
稼
動
で
き
な
い
か
。

答　

火
葬
件
数
が
増
加
し
、

課
題
と
は
認
識
。
職
員
の
増
員

等
で
費
用
負
担
が
大
き
い
た
め
、

開
場
日
変
更
も
含
め
検
討
す
る
。

意
見　

西
宮
市
、
芦
屋
市
、

神
戸
市
等
は
友
引
で
も
稼
動
。

本
市
も
友
引
で
も
稼
働
す
べ
き
。

【
国
の
補
正
予
算
の
活
用
】

問　

今
回
の
国
の
補
正
予
算

で
幼
稚
園
保
育
室
の
エ
ア
コ
ン

設
置
は
採
択
さ
れ
た
が
、
体
育

館
に
つ
い
て
は
、
市
の
負
担
が

大
き
い
た
め
未
申
請
。
避
難
所

と
す
る
な
ら
、
猛
暑
の
対
応
の

た
め
、
エ
ア
コ
ン
は
必
要
で
は
。

答　

今
後
、
国
の
防
災
に
関

す
る
補
助
制
度
が
で
き
れ
ば
、

市
の
予
算
措
置
を
考
え
た
い
。

避
難
所
の
猛
暑
対
策
を

公
明
党
議
員
団　

中
野　
　

正

【
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ
】

問　

観
光
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で

は
ブ
ロ
ッ
ク
敷
の
歩
道
が
部
分

的
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
補
修
さ

れ
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
機
能
を

阻
害
し
て
い
る
。
今
後
文
化
芸

術
施
設
等
の
オ
ー
プ
ン
が
控
え

て
お
り
、
整
備
が
必
要
で
は
。

答　

来
年
か
ら
順
次
、
県
と

周
辺
の
景
観
に
調
和
す
る
よ
う

な
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

意
見　

本
市
の
顔
と
な
る
ゾ

ー
ン
で
あ
り
、
誰
し
も
に
優
し

い
街
に
な
る
よ
う
に
整
備
を
。

問　

文
化
芸
術
施
設
の
指
定

管
理
者
の
選
定
で
、
ど
の
よ
う

に
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ

ィ
へ
の
理
解
を
求
め
る
の
か
。

答　

選
定
に
当
た
っ
て
は
社

会
包
摂
や
市
民
参
加
の
考
え
方

を
重
要
視
し
た
方
針
を
定
め
、

そ
れ
に
基
づ
き
公
募
し
て
い
る
。

【
学
校
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
】

問　

全
国
で
は
、
学
校
生
活

に
お
い
て
、
生
徒
の
一
挙
手
一

投
足
を
ル
ー
ル
化
し
、
指
導
す

る
学
校
も
あ
る
が
、
本
市
は
。

答　

そ
の
よ
う
な
指
導
は
し

て
お
ら
ず
、
児
童
、
生
徒
と
共

に
ル
ー
ル
作
り
を
進
め
て
い
る
。

【
主
権
者
教
育
】

問　

本
市
で
の
取
り
組
み
は
。

答　

政
治
制
度
の
学
習
の
充

実
で
知
識
と
理
解
を
深
め
、
生

徒
会
役
員
選
挙
等
を
通
し
、
自

分
が
社
会
の
一
員
で
あ
る
自
覚

を
持
た
せ
る
教
育
を
し
て
い
る
。

問　

憲
法
の
国
民
主
権
、
基

本
的
人
権
の
尊
重
、
平
和
主
義

を
学
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
が
、
そ

の
機
会
を
保
障
で
き
て
い
る
か
。

答　

全
小
中
学
校
で
は
社
会

科
で
憲
法
の
基
本
原
則
を
学
ぶ
。

誰
し
も
が
過
ご
し
や
す
い
街
に

日
本
共
産
党

宝
塚
市
会
議
員
団　

み
と
み
稔
之

一 般 質 問
　

一
般
質
問
と
は
、
各
議
員
が
市
政
全

般
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
積
極
的
に
取

り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
、
市

の
考
え
方
や
、
取
組
姿
勢
、
今
後
の
方

向
性
な
ど
を
問
い
た
だ
す
も
の
で
す
。

◇

　

12
月
定
例
会
で
は
、
21
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
て
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

【
宝
塚
エ
ネ
ル
ギ
ー
２
０
５
０

ビ
ジ
ョ
ン
】

問　

２
０
５
０
年
ま
で
の
中

間
段
階
で
進
捗
状
況
を
図
る
目

安
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
を
設
定

し
て
い
る
が
、
達
成
状
況
は
。

答　

家
庭
・
業
務
・
産
業
に

お
い
て
は
、
電
気
の
再
エ
ネ
活

用
率
１
０
０
％
に
対
し
て
現
状

値
は
12
・
０
％
、
熱
の
再
エ
ネ

活
用
率
１
０
０
％
に
対
し
て
現

状
値
は
０
・
３
％
と
目
標
と
の

乖
離
が
大
き
い
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
審
議
会
に
意
見

を
求
め
な
が
ら
見
直
し
て
い
く
。

意
見　

宝
塚
は
再
エ
ネ
の
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
が
多
い
。
積
極
的

な
協
働
推
進
で
地
域
活
性
化
を
。

【
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
】

問　

最
善
策
は
発
生
の
抑
制
。

本
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
93
％

と
高
い
。
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
や

レ
ジ
袋
有
料
化
の
効
果
は
。

答　

効
果
額
は
把
握
し
て
い

な
い
が
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
が

91
・
５
％
の
事
業
者
も
あ
っ
た
。

問　

バ
イ
オ
マ
ス
及
び
生
分

解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
研
究
は
。

答　

国
が
研
究
を
進
め
て
い

る
。
国
の
動
き
を
注
視
し
た
い
。

【
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
】

問　

保
育
所
の
入
所
条
件
と

差
が
あ
り
不
都
合
が
出
て
い
る
。

保
育
所
と
同
じ
に
で
き
な
い
か
。

答　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

放
課
後
時
間
に
保
護
者
が
就
労

等
で
不
在
の
児
童
を
対
象
と
す

る
た
め
、
開
所
時
間
が
異
な
り
、

入
所
要
件
に
差
が
出
て
い
る
。

意
見　

学
童
保
育
問
題
は
女

性
の
社
会
参
加
の
意
義
が
大
き

い
。
家
庭
と
し
て
全
体
を
考
え
、

入
所
条
件
を
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

再
エ
ネ
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
連
携
を

と
も
に
生
き
る
市
民
の
会　

大
島
淡
紅
子
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【
財
政
見
通
し
と
行
財
政
改
革
】

問　

平
成
30
年
10
月
発
表
の

財
政
見
通
し
で
は
実
質
収
支
の

黒
字
分
を
全
額
翌
年
度
に
計
上
。

結
果
、
行
革
取
り
組
み
後
の
歳

入
歳
出
差
引
額
は
そ
の
黒
字
を

含
め
５
年
間
分
を
合
計
し
プ
ラ

ス
転
換
だ
が
、
二
重
計
上
で
は
。

答　

翌
年
度
繰
り
越
し
の
黒

字
分
の
一
部
は
基
金
に
積
み
立

て
、
行
革
取
り
組
み
後
の
歳
入

歳
出
差
引
額
の
５
カ
年
合
計
は

各
年
度
分
の
単
純
合
計
な
の
で
、

繰
越
金
額
と
基
金
積
立
金
額
と

の
差
額
分
は
二
重
と
も
言
え
る
。

問　

今
後
５
年
間
の
収
支
不

足
額
の
正
し
い
数
値
は
。

答　

二
重
計
上
と
な
っ
て
い

る
実
質
収
支
額
の
４
分
の
１
の

一
般
財
源
を
除
く
と
、
５
カ
年

合
計
で
４
千
万
円
の
収
支
不
足
。

意
見　

経
営
的
視
点
で
な
い

た
め
二
重
計
上
に
気
付
か
な
い
。

財
政
見
通
し
は
財
政
調
整
基
金

も
含
め
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

計
算
書
と
し
て
見
る
べ
き
。
目

的
に
合
わ
せ
、
見
通
し
改
善
を
。

【
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
】

問　

先
行
し
無
償
化
し
た
自

治
体
に
お
け
る
需
要
の
変
化
は
。

答　

保
育
所
の
待
機
児
童
数

は
定
員
以
上
に
増
加
、
市
立
幼

稚
園
の
入
園
者
数
は
減
少
し
た
。

問　

公
立
幼
稚
園
は
無
償
化

で
財
政
面
で
も
構
造
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
今
後
の
対
策
は
。

答　

市
立
幼
稚
園
の
あ
り
方

と
公
立
の
役
割
に
関
す
る
庁
内

検
討
会
設
置
に
向
け
、
調
整
中
。

意
見　

減
少
す
る
公
立
幼
稚

園
も
含
め
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
早
急
に
進
め
、
民
間
へ

の
規
制
緩
和
も
研
究
を
。

目
的
に
合
わ
せ
た
財
政
見
通
し
を

た
か
ら
づ
か
真
政
会　

大
川　

裕
之

【
宝
塚
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
】

問　

認
知
症
理
解
の
た
め
の

市
職
員
の
研
修
の
開
催
状
況
は
。

答　

市
職
員
の
理
解
は
必
要
。

市
職
員
対
象
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
開
催
を
検
討
し
た
い
。

問　

安
心
で
き
る
環
境
で
暮

ら
し
を
継
続
す
る
こ
と
を
支
援

す
る
ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
「
宝
塚

つ
・
む
・
ぐ
の
家
」
も
設
立
さ

れ
た
が
、
今
後
必
要
な
こ
と
は
。

答　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施

策
や
ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
等
が
広

が
る
支
援
に
取
り
組
み
た
い
。

問　

医
療
と
介
護
を
つ
な
ぐ

相
談
支
援
体
制
の
構
築
は
専
門

職
配
置
等
が
必
要
で
困
難
だ
が
、

市
民
の
困
り
事
や
不
安
に
対
応

す
る
こ
と
は
市
の
責
務
で
は
。

答　

相
談
し
や
す
い
体
制
整

備
が
必
要
。
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
役
割
が
重
要
な
た
め
、

よ
り
分
か
り
や
す
く
周
知
す
る
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
名
称
は
な
じ
み
が
な
い
。

分
か
り
や
す
い
工
夫
を
し
て
は
。

答　

業
務
内
容
が
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
愛
称
を
検
討
し
た
い
。

【
教
育
行
政
に
つ
い
て
】

問　

小
中
一
貫
教
育
を
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答　

教
育
振
興
基
本
計
画
の

後
期
計
画
で
、
保
幼
小
中
の
連

携
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
、
小
中
一
貫
教
育
に
発
展

す
る
よ
う
教
育
課
程
等
の
課
題

を
具
体
的
に
検
討
す
る
。

問　

教
育
施
策
の
継
続
の
た

め
、
特
に
学
校
教
育
部
に
つ
い

て
は
体
制
強
化
が
必
要
で
は
。

答　

持
続
可
能
な
体
制
が
必

要
。
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
生
き
る

公
明
党
議
員
団　

藤
岡　

和
枝

【
都
市
計
画
道
路
】

問　

都
市
計
画
道
路
の
整
備

に
は
、
民
有
地
の
買
収
と
工
事

を
進
め
る
た
め
、
多
額
の
予
算

と
時
間
が
必
要
。
市
の
財
政
は

厳
し
く
、
負
担
を
減
ら
す
努
力

と
し
て
国
等
へ
予
算
要
望
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
実
施
状
況
は
。

答　

国
の
予
算
編
成
時
期
に

合
わ
せ
要
望
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
結
果
、
本
年
度
当
初

時
で
約
12
億
４
千
万
円
余
の
交

付
金
が
決
定
さ
れ
た
。
引
き
続

き
積
極
的
な
要
望
活
動
を
行
う
。

【
小
・
中
学
生
の
か
ば
ん
】

問　

か
ば
ん
の
重
量
調
査
実

施
と
、
重
さ
軽
減
へ
の
対
応
は
。

答　

抽
出
調
査
し
た
結
果
は
、

小
学
校
の
低
学
年
で
約
４
キ
ロ
、

高
学
年
約
７
キ
ロ
、
中
学
生
約

10
キ
ロ
。
各
学
校
へ
は
荷
物
の

重
さ
や
量
等
を
必
要
に
応
じ
適

切
に
配
慮
す
る
よ
う
周
知
し
た
。

意
見　

あ
る
市
で
は
、
教
材
、

ノ
ー
ト
は
原
則
学
校
保
管
と
の

方
針
を
出
し
、
小
学
生
で
３
・

７
キ
ロ
、
中
学
生
で
５
・
５
キ

ロ
に
減
量
、
宝
塚
市
は
約
２
倍

も
重
い
。
調
査
の
上
、
し
っ
か

り
と
対
応
を
。

【
災
害
時
の
危
機
管
理
】

問　

緊
急
車
両
の
応
急
整
備

や
登
録
資
器
材
の
貸
し
出
し
に

関
し
、
応
援
協
定
を
結
ぶ
自
治

体
が
増
加
。
本
市
も
検
討
を
。

答　

応
援
協
定
締
結
は
可
能
。

関
係
団
体
な
ど
と
調
整
を
図
る
。

【
が
ん
診
療
支
援
セ
ン
タ
ー
】

問　

脱
毛
や
肌
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
副
作
用
の
相
談
件
数
は
。

答　

五
、
六
十
件
と
把
握
。　

意
見　

外
見
の
悩
み
も
多
い
。

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
検
討
を
。

通
学
か
ば
ん
軽
量
化
の
検
討
を

公
明
党
議
員
団　

江
原　

和
明

【
手
話
言
語
条
例
制
定
後
２
年
】

問　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

は
、
初
級
で
18
回
を
受
講
す
る

た
め
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
簡
単

な
手
話
を
紹
介
し
た
り
、
手
話

へ
の
理
解
を
目
的
と
し
た
２
時

間
程
度
の
講
座
を
実
施
し
て
は
。

答　

広
く
市
民
の
関
心
を
得

る
に
は
、
参
加
し
や
す
い
講
座

の
実
施
は
重
要
。
興
味
を
持
ち
、

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
に
つ
な

が
れ
ば
よ
り
効
果
的
に
な
る
。

問　

市
立
病
院
で
の
手
話
通

訳
者
配
置
の
検
討
は
。

答　

配
置
の
仕
組
み
構
築
の

た
め
、
院
内
で
課
題
を
整
理
し
、

障
害
福
祉
課
と
協
議
し
て
い
る
。

【
阪
急
バ
ス
武
庫
川
新
橋
線
】

問　

１
日
12
往
復
の
試
験
運

行
を
終
え
、
２
往
復
に
減
便
さ

れ
て
か
ら
10
年
間
増
便
を
訴
え

て
き
た
が
進
ん
で
い
な
い
。
必

要
だ
と
認
識
す
る
な
ら
、
財
源

の
補
助
も
含
め
市
が
努
力
を
。

答　

こ
の
路
線
は
市
が
積
極

的
に
関
与
し
、
充
実
を
図
る
方

針
の
高
司
地
区
を
含
む
。
地
域

と
の
協
働
で
持
続
可
能
で
効
率

的
な
公
共
交
通
を
検
討
す
る
。

意
見　

減
便
当
時
の
市
の
負

担
は
年
８
百
万
円
。
そ
の
負
担

を
し
て
で
も
地
域
の
交
通
を
守

る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

【
消
費
税
増
税
】

問　

医
療
機
関
は
基
本
的
に

患
者
か
ら
消
費
税
は
と
れ
な
い

が
、
経
費
に
は
消
費
税
が
か
か

る
。
市
立
病
院
の
負
担
増
は
。

答　

年
間
で
約
８
千
万
円
の

税
負
担
が
増
え
る
見
込
み
。

意
見　

診
療
報
酬
を
負
担
す

る
の
は
市
民
。
結
局
市
民
負
担

が
増
え
る
と
い
う
こ
と
。

市
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る

日
本
共
産
党

宝
塚
市
会
議
員
団　

田
中　

こ
う
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一 般 質 問

【
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
】

問　

来
年
度
か
ら
中
学
校
で

の
調
査
に
英
語
が
追
加
さ
れ
、

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
技
能
の
試
験
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ど

の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か
。

答　

生
徒
一
人
一
人
が
パ
ソ

コ
ン
に
音
声
を
録
音
し
、
そ
の

音
声
デ
ー
タ
を
文
部
科
学
省
に

送
付
し
て
採
点
が
行
わ
れ
る
。

本
市
で
は
12
校
全
て
で
パ
ソ
コ

ン
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
全
校
で
実
施
予
定
で
あ
る
。

意
見　

初
め
て
の
ス
ピ
ー
キ

ン
グ
テ
ス
ト
な
の
で
、
運
営
を

し
っ
か
り
と
し
て
ほ
し
い
。

問　

学
習
習
慣
、
生
活
習
慣
、

自
尊
感
情
、
規
範
意
識
、
地
域
・

社
会
へ
の
関
心
、
教
科
に
関
す

る
関
心
は
、
小
中
学
校
と
も
に

全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。

今
後
の
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

答　

各
学
校
で
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向

け
て
授
業
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
た
か
ら
づ
か
寺
子
屋
事
業
な

ど
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

【
路
上
喫
煙
と
ぽ
い
捨
て
】

問　

条
例
で
定
め
る
ぽ
い
捨

て
防
止
重
点
区
域
は
、
ど
う
い

う
基
準
で
指
定
し
て
い
る
の
か
。

答　

人
や
車
両
の
通
行
が
多

い
主
要
道
路
を
指
定
し
て
お
り
、

是
正
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
の

罰
則
も
定
め
て
い
る
。
重
点
区

域
内
の
ご
み
量
は
年
々
減
少
し

て
お
り
、
一
定
の
効
果
が
あ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

意
見　

山
本
駅
周
辺
等
の
重

点
区
域
外
で
、
ぽ
い
捨
て
が
多

い
。
重
点
区
域
の
指
定
に
つ
い

て
方
向
性
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

子
ど
も
が
活
躍
で
き
る
環
境
を

安
全
で
誇
れ
る

宝
塚
を
つ
く
る
会　

若
江
ま
さ
し

【
子
ど
も
の
貧
困
】

問　

負
担
増
や
給
付
の
減
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
の
観
点
か
ら
子
育
て
世
帯
へ

の
影
響
を
検
証
す
る
べ
き
。
何

か
を
減
ら
す
代
わ
り
に
、
他
で

充
実
さ
せ
る
な
ど
総
合
的
に
支

援
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
は
。

答　

１
つ
の
部
署
で
考
え
る

の
に
は
問
題
が
あ
る
。
庁
内
の

検
討
会
で
考
え
た
い
。

問　

行
財
政
改
革
の
実
施
が

貧
困
対
策
に
逆
行
し
な
い
よ
う

に
。
今
後
対
策
を
進
め
る
上
で
、

計
画
を
作
る
べ
き
で
は
。

答　

来
年
度
策
定
予
定
の
計

画
に
子
ど
も
の
貧
困
を
盛
り
込

み
、
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

問　

経
済
面
で
は
な
く
、
生

活
面
が
原
因
の
貧
困
も
あ
る
。

保
育
所
に
も
家
庭
を
支
援
す
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
必
要

で
は
。

答　

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
配
食
サ
ー
ビ
ス
】

問　

継
続
す
べ
き
で
は
。

答　

民
間
配
食
事
業
者
の
増

加
で
、
介
護
保
険
で
行
う
意
義

が
薄
れ
た
。
ま
た
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
自
立
支
援
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
実
態
も
あ
る
。

問　

大
部
分
が
そ
う
な
の
か
。

答　

利
用
者
の
半
数
は
手
間

が
省
け
て
便
利
だ
か
ら
と
い
う

理
由
で
使
っ
て
い
る
が
、
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
94
％
は
比
較
的

自
立
度
の
高
い
人
で
あ
り
、
自

立
支
援
に
つ
な
が
っ
て
な
い
。

意
見　

軽
度
で
も
調
理
が
困

難
な
人
も
い
る
。
ま
た
半
数
の

人
は
そ
う
答
え
て
お
ら
ず
、
廃

止
の
理
由
に
な
ら
な
い
。
支
給

方
法
見
直
し
で
制
度
継
続
を
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
注
力
を

日
本
共
産
党

宝
塚
市
会
議
員
団　

と
な
き
正
勝

【
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
】

問　

国
か
ら
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
指
導
員
の
基
準
緩
和
方
針

が
示
さ
れ
た
。
本
市
の
対
応
は
。

答　

保
育
の
質
確
保
の
た
め
、

引
き
続
き
現
在
の
基
準
で
の
事

業
運
営
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問　

他
市
で
は
、
総
事
業
費

抑
制
や
保
育
の
質
向
上
の
た
め
、

民
営
化
や
指
定
管
理
が
進
む
。

直
営
堅
持
に
も
保
育
の
質
の
担

保
に
は
比
較
材
料
が
必
要
で
は
。

答　

事
務
事
業
評
価
で
の
外

部
委
員
に
よ
る
施
策
評
価
や
、

保
護
者
と
の
定
期
的
な
懇
談
会

で
意
見
や
評
価
等
伺
っ
て
い
る
。

問　

本
市
の
事
業
費
は
人
件

費
が
97
・
５
％
。
近
隣
市
の
平

均
よ
り
８
ポ
イ
ン
ト
高
く
、
報

酬
額
も
勤
続
10
年
の
比
較
で
川

西
市
よ
り
２
百
万
円
も
高
い
が
。

答　

報
酬
の
考
え
方
は
市
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
報

酬
額
に
よ
る
職
務
内
容
の
違
い

な
ど
一
概
に
は
判
断
し
に
く
い
。

問　

子
ど
も
に
か
け
る
事
業

費
割
合
が
２
・
５
％
で
は
誰
も

満
足
し
な
い
。
育
成
会
に
関
し

て
考
え
な
い
と
い
け
な
い
時
期

が
来
て
い
る
が
今
後
の
展
望
は
。

答　

保
護
者
が
安
心
し
て
預

け
ら
れ
る
事
業
と
し
て
、
学
校

内
で
の
直
営
を
基
軸
に
定
員
超

過
部
分
は
民
間
を
活
用
。
保
育

の
質
の
確
保
を
条
件
に
、
民
間

活
用
や
効
率
的
な
事
業
運
営
等
、

他
市
も
参
考
に
調
査
研
究
す
る
。

【
Ｓ
Ｉ
Ｂ
】

問　

健
康
分
野
に
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド
（

Ｓ
Ｉ
Ｂ
）
導
入
の
考
え
は
。

答　

先
進
市
を
注
視
し
、
情

報
収
集
に
努
め
可
能
性
を
探
る
。

子
ど
も
に
よ
り
よ
い
育
成
会
を

た
か
ら
づ
か
真
政
会　

た
け
し
た
正
彦

【
老
朽
化
し
た
橋
り
ょ
う
】

問　

道
路
法
改
正
に
伴
う
定

期
点
検
で
、
市
内
52
の
橋
が
早

期
措
置
段
階
に
も
か
か
わ
ら
ず

未
補
修
で
あ
る
が
。

答　

来
年
度
改
訂
予
定
の
長

寿
命
化
修
繕
計
画
の
前
期
５
カ

年
に
52
の
橋
を
位
置
付
け
、
期

間
内
で
の
補
修
を
目
指
す
。

【
小
中
一
貫
校
導
入
】

問　

中
山
台
地
区
の
導
入
は
。

答　

小
中
学
生
を
同
じ
学
校

で
受
け
る
施
設
一
体
型
は
、
学

校
を
新
設
す
る
た
め
多
額
の
費

用
が
必
要
。
学
校
間
の
移
動
な

ど
課
題
は
あ
る
が
、
ま
ず
は
現

行
施
設
を
活
用
す
る
施
設
分
離

型
で
の
導
入
を
目
指
す
。

問　

一
体
型
の
費
用
は
。

答　

他
市
の
事
例
で
は
総
額

53
億
円
の
う
ち
、
国
費
が
50
％
、

市
負
担
分
の
90
％
は
起
債
が
可

能
、
残
り
の
３
億
円
が
一
般
財

源
負
担
。
解
体
費
等
は
含
ま
れ

て
お
ら
ず
、
起
債
分
は
毎
年
１

億
円
以
上
の
償
還
が
発
生
。

意
見　

分
離
型
は
課
題
が
残

る
た
め
、
新
設
の
検
討
が
必
要
。

２
校
の
廃
止
は
、
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
効
果
的
で
、

中
学
校
を
解
体
し
、
小
中
一
貫

校
を
新
設
す
る
場
合
、
代
替
施

設
と
し
て
小
学
校
の
校
舎
を
使

え
る
。
一
体
型
の
検
討
を
。

【
巡
礼
街
道
】

問　

過
去
に
整
備
計
画
が
あ

っ
た
が
、
再
整
備
は
。

答　

清
荒
神
参
道
入
口
か
ら

売
布
神
社
を
経
て
、
中
山
寺
、

天
満
神
社
、
松
尾
神
社
等
の
寺

社
を
巡
る
魅
力
的
な
資
産
で
あ

る
。
観
光
資
源
と
し
て
活
用
の

検
討
を
し
た
い
。

老
朽
箇
所
の
早
期
改
修
を

安
全
で
誇
れ
る

宝
塚
を
つ
く
る
会　

北
山　

照
昭
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【
職
員
の
適
正
配
置
】

問　

宝
塚
市
は
過
去
の
定
員

適
正
化
計
画
で
、
目
標
よ
り
多

い
人
員
削
減
の
結
果
、
百
時
間

を
超
え
る
時
間
外
勤
務
や
休
め

な
い
職
場
が
増
え
、
事
務
処
理

ミ
ス
や
体
調
不
良
の
職
員
が
多

く
現
れ
て
き
て
い
る
。
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
担
い
手
で
あ
る
職
員

が
生
き
生
き
と
仕
事
に
取
り
組

め
る
よ
う
適
正
配
置
を
求
め
る
。

答　

平
成
28
年
12
月
策
定
の

定
員
適
正
化
計
画
に
お
い
て
、

平
成
30
年
４
月
１
日
ま
で
の
２

年
間
で
職
員
を
48
人
増
員
し
た
。

問　

今
、
職
場
に
必
要
な
職

員
を
配
置
し
な
か
っ
た
ら
、
ま

た
事
務
処
理
ミ
ス
が
出
て
く
る

と
思
う
が
、
見
解
は
。

答　

職
員
が
健
康
で
生
き
生

き
と
働
く
こ
と
が
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
つ
な
が
る
と
の
指
摘

は
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
定
員

適
正
化
計
画
は
増
員
と
な
っ
て

い
る
が
、
効
果
が
出
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
改
め
て

検
討
し
、
決
定
し
て
い
き
た
い
。

問　

年
次
休
暇
は
21
日
あ
り
、

そ
の
半
分
の
10
日
を
取
得
目
標

に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

年
休
取
得
を
何
日
と
定

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
国

の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
年

休
取
得
の
促
進
に
努
め
て
い
く
。

【
快
適
に
働
け
る
施
設
改
善
】

問　

窓
が
な
い
市
役
所
グ
ラ

ン
ド
フ
ロ
ア
の
改
善
策
は
。

答　

新
庁
舎
の
建
設
に
合
わ

せ
て
グ
ラ
ン
ド
フ
ロ
ア
の
執
務

室
等
の
配
置
も
見
直
す
こ
と
と

し
て
お
り
、
換
気
部
分
も
含
め

た
、
職
場
環
境
の
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

市
役
所
職
場
の
活
性
化
に
向
け
て

と
も
に
生
き
る
市
民
の
会　

梶
川
み
さ
お

【
観
光
施
策
】

問　

２
０
２
５
年
大
阪
万
博

が
決
定
し
た
。
観
光
客
誘
致
に

向
け
、
今
後
ど
の
よ
う
に
観
光

施
策
を
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

市
国
際
観
光
協
会
と
連

携
し
、
多
言
語
で
情
報
を
発
信
。

今
後
、
関
西
圏
で
の
国
際
イ
ベ

ン
ト
を
観
光
客
増
加
と
地
域
経

済
活
性
化
を
図
る
絶
好
の
機
会

と
捉
え
、
国
内
外
か
ら
の
観
光

客
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
。

意
見　

観
光
産
業
の
大
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
進
め
て
ほ
し
い
。

【
宝
塚
北
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
】

問　

開
業
後
、
特
産
品
・
加

工
品
等
の
物
販
以
外
の
活
用
は
。

答　

長
谷
牡
丹
園
や
宝
塚
ダ

リ
ア
園
の
宣
伝
活
動
や
西
谷
ジ

ャ
ズ
フ
ェ
ス
タ
を
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
で
初
開
催
等
、
催
し
を
通

し
て
西
谷
の
魅
力
を
発
信
し
た
。

【
子
ど
も
た
ち
の
英
語
教
育
】

問　

Ａ
Ｌ
Ｔ
自
身
の
国
の
文

化
や
風
習
を
教
わ
っ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

答　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
体
験
や

南
半
球
の
夏
の
ク
リ
ス
マ
ス
等
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
な
ら
で
は
の
話
を
通
し

て
異
文
化
理
解
に
努
め
て
い
る
。

意
見　

山
本
地
域
に
伝
わ
る

木
接
太
夫
の
絵
本
や
紙
芝
居
を

も
と
に
、
宝
塚
の
偉
人
の
英
語

学
習
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

【
市
民
の
健
康
の
た
め
に
】

問　

い
き
い
き
百
歳
体
操
は

良
い
取
り
組
み
だ
が
、
課
題
は
。

答　

自
主
的
に
活
動
す
る
メ

リ
ッ
ト
の
反
面
、
運
動
が
自
己

流
に
な
る
課
題
が
見
え
た
た
め
、

理
学
療
法
士
等
の
派
遣
を
実
施
。

意
見　

健
康
に
暮
ら
す
の
は

大
事
な
こ
と
。
今
後
も
支
援
を
。

観
光
産
業
の
大
チ
ャ
ン
ス

市
民
ネ
ッ
ト
宝
塚　

石
倉
加
代
子

【
障
害
福
祉
施
策
の
問
題
】

問　

利
用
者
へ
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
打
ち
切
り
が
相
次

い
で
お
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検

討
会
で
の
議
論
や
差
別
解
消
法

等
の
法
令
違
反
と
取
れ
る
対
応

事
例
が
あ
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答　

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
是
非

や
選
択
に
つ
い
て
助
言
す
る
場

合
が
あ
る
が
、
市
が
伝
え
た
内

容
に
、
相
談
事
業
所
、
支
援
事

業
所
、
利
用
者
本
人
と
の
理
解

の
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
場
合
は
、

個
別
に
対
応
し
て
い
る
。
指
摘

に
つ
い
て
、
見
直
す
べ
き
は
見

直
し
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

【
障
害
者
総
合
支
援
法
及
び
児

童
福
祉
法
改
正
】

問　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
の
医
療
的
ケ
ア
の
実
施
は
。

答　

本
年
度
に
入
り
、
市
肢

体
不
自
由
児
者
父
母
の
会
か
ら

他
市
で
事
業
実
施
す
る
事
業
者

の
紹
介
を
受
け
た
。
市
民
も
複

数
利
用
し
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

の
関
わ
り
も
含
め
、
市
内
で
の

開
設
の
可
能
性
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
く
。

【
知
的
障
が
い
者
・
精
神
障
が

い
者
の
障
が
い
者
雇
用
】

問　

障
が
い
者
特
性
を
生
か

せ
る
職
種
を
真
剣
に
考
え
る
た

め
、
市
職
員
採
用
時
の
障
が
い

者
雇
用
に
目
標
値
の
設
定
を
。

答　

障
が
い
者
の
採
用
で
は

適
性
や
意
欲
な
ど
総
合
的
に
判

断
し
、
障
が
い
の
種
類
を
問
わ

ず
合
否
を
決
定
。
数
値
目
標
の

設
定
は
考
え
て
い
な
い
が
、
特

性
を
考
慮
し
、
今
後
も
職
域
の

研
究
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
職

場
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

当
事
者
の
実
情
に
即
し
た
施
策
を

と
も
に
生
き
る
市
民
の
会　

井
上　
　

聖

【
宝
塚
市
北
部
地
域
ま
ち
づ
く

り
基
本
構
想
】

問　

土
地
利
用
規
制
の
弾
力

化
に
つ
い
て
は
、
住
民
に
ど
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
く
の
か
。

答　

今
年
度
中
に
分
か
り
や

す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

細
や
か
な
説
明
に
努
め
た
い
。

問　

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

耐
震
改
修
等
の
実
施
時
期
は
。

答　

来
年
度
に
工
事
を
行
い
、

そ
の
翌
年
度
の
４
月
か
ら
施
設

が
使
え
る
よ
う
に
進
め
て
い
る
。

問　

農
免
道
路
及
び
市
道
１

５
０
９
号
線
（
桃
堂
峠
）
の
改

良
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

答　

農
免
道
路
は
、
境
野
分

岐
か
ら
南
側
は
今
年
度
末
に
完

了
予
定
で
、
北
側
は
来
年
度
以

降
に
測
量
等
に
着
手
す
る
。
桃

堂
峠
は
、
来
年
度
に
は
完
了
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
北
中
山
や
す
ら
ぎ
の
道
】

問　

や
す
ら
ぎ
広
場
に
ト
イ

レ
を
設
置
す
る
こ
と
が
利
用
者

の
切
実
な
願
い
だ
が
、
見
解
は
。

答　

市
と
い
う
よ
り
は
宝
塚

自
然
休
養
林
保
護
管
理
協
議
会

に
よ
る
設
置
を
考
え
て
い
る
。

設
置
の
課
題
と
し
て
、
ま
ず
は

必
要
不
可
欠
な
水
源
の
確
保
を

一
番
に
考
え
て
い
き
た
い
。

【
教
職
員
の
多
忙
化
解
消
策
】

問　

県
か
ら
ス
ク
ー
ル
サ
ポ

ー
ト
ス
タ
ッ
フ
が
配
置
さ
れ
て

い
る
が
、
業
務
内
容
と
効
果
は
。

答　

モ
デ
ル
的
に
１
名
を
小

学
校
に
配
置
し
て
い
る
。
主
な

業
務
内
容
は
、
配
付
物
等
の
印

刷
、
訪
問
者
対
応
や
電
話
の
取

り
次
ぎ
等
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
配
置
の
効
果
が
発
揮
さ
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

西
谷
地
域
の
将
来
を
見
据
え
て

日
本
共
産
党

宝
塚
市
会
議
員
団　

た
ぶ
ち
静
子
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【
仁
川
弁
天
池
】

問　

仁
川
弁
天
池
の
美
し
い

景
観
は
地
域
の
心
の
ふ
る
さ
と
。

保
全
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。

答　

魅
力
あ
る
身
近
な
水
辺

空
間
と
し
て
保
全
に
取
り
組
む
。

意
見　

地
域
は
池
周
辺
の
民

有
地
を
市
が
所
有
し
、
公
園
で

の
保
全
を
望
ん
で
い
る
。
市
全

体
の
課
題
と
意
識
し
て
ほ
し
い
。

【
す
み
れ
ガ
丘
地
区
の
投
票
所
】

問　

投
票
所
内
の
階
段
が
危

険
と
し
て
、
ラ
・
ビ
ス
タ
宝
塚

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
投

票
所
を
閉
鎖
、
す
み
れ
ガ
丘
小

学
校
の
投
票
所
に
統
合
さ
れ
る
。

投
票
所
ま
で
の
道
も
危
険
で
は
。

答　

建
物
構
造
上
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
は
困
難
だ
っ
た
。
投

票
所
が
遠
く
な
り
、
長
い
坂
道

や
階
段
で
危
険
性
は
生
じ
る
が
、

全
て
の
方
が
安
全
に
安
心
し
て

投
票
が
で
き
る
投
票
所
運
営
が

市
の
第
一
義
的
な
責
務
で
あ
る
。

問　

都
市
公
園
法
が
改
正
さ

れ
、
他
市
で
町
内
会
が
公
園
内

に
集
会
所
を
設
置
し
た
例
も
あ

る
。
本
市
で
も
整
備
は
可
能
か
。

答　

法
の
弾
力
的
運
用
で
集

会
所
整
備
が
可
能
か
検
討
す
る
。

問　

投
票
所
を
ど
う
す
る
か

地
域
と
議
論
を
し
て
ほ
し
い
が
。

答　

地
域
の
負
担
が
軽
く
な

る
よ
う
、
安
全
に
配
慮
し
た
い
。

【
違
法
駐
車
と
歩
行
者
横
断
】

問　

宝
塚
駅
前
宝
塚
ゆ
め
広

場
南
側
道
路
の
柵
と
チ
ェ
ー
ン

を
横
断
者
に
危
険
だ
と
し
て
県

が
取
り
外
し
た
。
別
の
新
た
な

方
法
で
啓
発
し
て
い
く
の
か
。

答　

乱
横
断
防
止
の
柵
だ
が
、

け
が
を
誘
発
。
新
た
な
も
の
へ

の
更
新
を
県
と
調
整
し
て
い
く
。

仁
川
弁
天
池
は
心
の
ふ
る
さ
と

た
か
ら
づ
か
真
政
会　

浅
谷　

亜
紀

【
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
】

問　

世
界
で
は
最
先
端
都
市

と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施

さ
れ
、
日
本
も
２
０
３
０
年
ご

ろ
に
自
動
走
行
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
、
遠
隔
診
療
等
の
技
術

を
地
域
限
定
で
導
入
す
る
。
本

市
も
時
代
に
取
り
残
さ
れ
な
い

よ
う
、
取
り
入
れ
る
も
の
は
ど

ん
ど
ん
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
。

答　

住
民
の
革
新
的
な
暮
ら

し
や
す
さ
の
実
現
の
た
め
、
国

や
他
市
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

【
職
員
の
能
力
向
上
】

問　

国
の
仕
事
の
や
り
方
を

学
べ
る
よ
う
、
積
極
的
に
人
事

交
流
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

さ
ま
ざ
ま
接
触
を
持
ち
、

良
い
刺
激
を
市
に
還
元
し
た
い
。

意
見　

国
か
ら
の
補
助
金
を

獲
得
す
る
た
め
に
も
必
要
。

【
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
】

問　

外
部
評
価
委
員
が
入
り

９
年
だ
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
し

住
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
。
黒
字
の
考
え
は
。

答　

民
間
と
は
異
な
り
、
決

算
で
収
支
が
黒
字
と
い
う
こ
と
。

意
見　

数
字
だ
け
の
判
断
で

は
な
く
、
市
民
福
祉
向
上
の
た

め
の
成
果
目
標
の
達
成
度
で
評

価
す
る
べ
き
。
そ
の
た
め
に
第

６
次
総
合
計
画
を
評
価
で
き
る

仕
組
み
と
し
て
組
み
立
て
よ
。

【
旧
安
田
邸
の
利
活
用
】

問　

建
物
は
遺
贈
時
点
で
古

か
っ
た
が
、
手
を
打
っ
た
の
か
。

答　

改
修
費
が
最
大
４
億
円

で
、
財
政
的
に
困
難
だ
っ
た
。

問　

遺
贈
の
際
の
覚
書
に
解

体
、
除
去
が
含
ま
れ
る
理
由
は
。

答　

当
初
か
ら
解
体
、
除
去

も
認
め
ら
れ
て
い
た
。

市
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

た
か
ら
づ
か
真
政
会　

伊
福　

義
治

【
第
６
次
総
合
計
画
策
定
に
向

け
て
市
民
自
治
の
視
点
か
ら
】

問　

第
６
次
総
合
計
画
に
位

置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
地
域
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
実
現
の
た
め
の
財
源
は
。

答　

総
合
計
画
全
体
を
推
進

し
て
い
く
中
で
検
討
し
て
い
く
。

問　

広
報
板
は
、
情
報
公
開

の
手
段
の
一
つ
。
全
２
３
６
基

の
う
ち
４
基
し
か
雨
よ
け
カ
バ

ー
が
な
い
。
い
つ
ま
で
に
全
て

設
置
す
る
予
定
か
。

答　

天
候
に
よ
っ
て
傷
ん
で

い
る
状
況
は
、
掲
示
物
を
作
成

さ
れ
た
方
や
張
っ
て
い
た
だ
い

た
方
に
申
し
訳
な
く
思
う
。
完

了
時
期
は
未
定
だ
が
、
ペ
ー
ス

ア
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
進
め
る
。

問　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に

は
法
的
根
拠
が
な
く
、
仕
組
み

を
理
解
で
き
な
い
方
も
多
い
。

市
が
掲
げ
た
組
織
で
あ
る
の
で
、

地
域
に
丸
投
げ
で
は
な
く
、
市

自
ら
が
積
極
的
に
説
明
し
理
解

を
求
め
る
べ
き
で
は
。

答　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

認
知
度
は
課
題
と
認
識
す
る
。

地
域
と
連
携
し
責
務
を
果
た
す
。

問　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
等
に
位

置
付
け
る
目
標
は
い
つ
か
。

答　

時
期
は
未
定
。
地
域
ご

と
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
見
直

し
が
ま
と
ま
る
時
期
か
第
６
次

総
合
計
画
の
開
始
ま
で
が
望
ま

し
い
と
い
う
声
も
あ
る
。
非
常

に
大
切
な
条
例
と
認
識
し
て
お

り
、
プ
ロ
セ
ス
を
大
事
に
し
て

詰
め
て
い
き
た
い
。

意
見　

市
民
の
声
を
聴
く
機

会
を
早
め
に
持
ち
、
プ
ロ
セ
ス

を
大
切
に
し
理
解
を
深
め
よ
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
条
例
化

安
全
で
誇
れ
る

宝
塚
を
つ
く
る
会　

細
川　

知
子

【
旧
安
田
邸
の
利
活
用
事
業
】

問　

地
域
に
資
す
る
活
用
、

安
田
邸
の
記
憶
の
継
承
、
雲
雀

丘
地
域
の
魅
力
あ
る
景
観
と
宝

塚
市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を

守
る
こ
と
に
関
す
る
考
え
は
。

答　

宝
塚
の
魅
力
を
次
世
代

に
伝
え
る
景
観
資
源
と
考
え
、

受
遺
の
際
は
遺
贈
者
の
意
思
を

尊
重
し
覚
書
も
交
わ
し
た
。
既

存
建
物
の
保
存
・
利
活
用
を
基

本
と
し
、
地
域
と
の
協
議
も
踏

ま
え
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
保

存
・
利
活
用
の
提
案
を
受
け
る
。

問　

何
を
ど
う
残
す
考
え
か
。

答　

覚
書
を
尊
重
し
、
利
活

用
等
事
業
者
選
定
委
員
会
で
今

後
、
条
件
の
内
容
を
議
論
す
る
。

意
見　

市
は
８
年
間
、
保
全

責
任
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。
事

業
者
任
せ
で
は
困
る
。
最
終
責

任
は
市
が
持
つ
べ
き
。

【
安
全
で
心
豊
か
な
放
課
後
】

問　

本
市
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
、
保
育
の
理
念
は
。

答　

指
導
員
は
子
ど
も
の
最

善
の
利
益
を
考
え
、
市
直
営
と

し
て
子
ど
も
の
育
ち
へ
の
支
援

が
で
き
る
よ
う
学
校
関
係
者
等

と
連
携
し
、
放
課
後
児
童
支
援

の
先
導
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

問　

職
員
配
置
等
の
基
準
緩

和
を
受
け
、
本
市
の
対
応
は
。

答　

保
育
の
質
を
確
保
す
る

た
め
、
引
き
続
き
省
令
基
準
に

合
わ
せ
た
事
業
運
営
が
必
要
。

【
新
時
代
の
魅
力
あ
る
公
民
館
】

問　

教
育
委
員
会
の
体
制
は
。

答　

指
定
管
理
者
制
度
導
入

後
も
社
会
教
育
主
事
を
育
成
し
、

市
独
自
事
業
の
充
実
を
図
る
。

意
見　

公
民
館
を
直
接
熟
知

し
た
職
員
を
配
置
す
る
べ
き
。

歴
史
継
承
の
責
任
は
市
に

市
民
ネ
ッ
ト
宝
塚　

寺
本　

早
苗

一 般 質 問
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【
宝
塚
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン　

夢

・
未
来
・
た
か
ら
づ
か
創
生
総

合
戦
略
】

問　

本
市
の
地
方
創
生
と
は
。

答　

２
０
６
０
年
に
人
口
約

20
万
人
の
確
保
を
目
指
す
。

問　

夢
・
未
来
・
た
か
ら
づ

か
創
生
総
合
戦
略
は
、
策
定
と

デ
ー
タ
収
集
が
目
的
に
な
っ
て

い
る
。
ま
ち
の
活
性
化
に
は
、

市
外
に
対
し
て
の
発
信
よ
り
、

市
民
が
本
市
の
良
さ
を
認
識
し
、

他
市
の
人
に
語
れ
る
よ
う
な
計

画
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

市
民
が
、
「
本
市
は
良

い
所
だ
」
、
「
宝
塚
市
に
引
っ

越
し
て
お
い
で
」
と
言
え
る
こ

と
が
大
事
。
良
い
提
案
を
い
た

だ
い
た
。
し
っ
か
り
と
進
め
る
。

問　

求
め
ら
れ
る
こ
と
は
時

代
と
と
も
に
変
わ
る
。
計
画
に

柔
軟
性
を
持
た
せ
る
こ
と
は
本

当
に
重
要
だ
と
思
う
が
。

答　

計
画
策
定
に
と
ら
わ
れ

つ
く
る
だ
け
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
実
現
に
向
け
取
り
組
む
こ

と
は
大
事
。
時
代
の
流
れ
に
合

わ
せ
て
計
画
を
見
直
し
、
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

地
方
創
生
は
、
人
口
増

加
や
税
収
ア
ッ
プ
だ
け
で
は
な

い
。
次
世
代
産
業
や
先
進
的
な

働
き
方
に
特
化
し
た
担
当
課
を

つ
く
れ
ば
、
先
進
的
情
報
の
収

集
や
分
析
、
各
部
署
の
事
務
効

率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

答　

も
う
縦
割
り
行
政
で
は

困
難
だ
と
思
う
。
時
代
が
目
ま

ぐ
る
し
く
変
わ
る
中
、
新
し
い

も
の
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
政
策
と

し
て
実
現
す
る
横
断
的
な
部
署

は
必
要
だ
と
ち
ょ
う
ど
思
っ
て

い
た
。
実
現
し
て
い
き
た
い
。

宝
塚
市
の
課
題
解
決
の
実
現
を

無
所
属　

岩
佐
ま
さ
し

【
都
市
計
画
道
路
中
筋
伊
丹
線
】

問　

日
常
的
に
渋
滞
発
生
し

て
い
る
が
、
県
の
整
備
計
画
は
。

答　

県
は
中
筋
伊
丹
線
と
国

道
１
７
６
号
が
交
わ
る
中
筋
２

丁
目
を
渋
滞
交
差
点
と
位
置
付

け
、
渋
滞
解
消
の
た
め
地
形
測

量
を
実
施
。
今
後
、
交
差
点
の

形
や
整
備
区
間
を
検
討
す
る
。

問　

山
本
東
３
丁
目
交
差
点

南
側
道
路
の
幅
員
不
足
解
消
は

喫
緊
の
課
題
だ
が
、
対
応
は
。

答　

県
は
山
本
伊
丹
線
の
交

差
点
付
近
の
車
道
拡
幅
の
た
め
、

本
年
度
、
測
量
と
設
計
を
行
い
、

来
年
度
工
事
を
実
施
す
る
予
定
。

問　

都
市
計
画
道
路
整
備
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
進
ま
な
い
理
由
は
。

答　

ま
ち
の
成
り
立
ち
や
、

阪
神
淡
路
大
震
災
後
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
財
源
不
足
等
が
原
因
。

意
見　

計
画
し
た
が
未
着
手

で
は
な
く
予
算
措
置
し
整
備
を
。

【
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
対
策
】

問　

通
学
路
の
安
全
対
策
は
。

答　

各
学
校
へ
緊
急
調
査
を

指
示
。
そ
の
結
果
、
通
学
路
を

一
部
変
更
し
た
学
校
も
あ
る
。

意
見　

児
童
だ
け
で
な
く
、

市
民
に
も
危
険
箇
所
の
周
知
を
。

【
公
共
施
設
の
耐
震
化
】

問　

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
の

耐
震
化
が
未
実
施
だ
が
予
定
は
。

答　

耐
震
化
す
る
か
、
機
能

移
転
す
る
か
、
協
議
を
継
続
中
。

【
生
産
緑
地
地
区
の
制
度
改
正
】

問　

面
積
要
件
の
見
直
し
な

ど
、
市
の
条
例
改
正
の
方
針
は
。

答　

農
業
者
の
意
向
も
踏
ま

え
、
面
積
規
模
要
件
を
３
百
平

米
以
上
と
す
る
条
例
を
提
出
予

定
。
一
団
地
要
件
は
運
用
基
準

見
直
し
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

市
内
道
路
網
の
整
備
を

た
か
ら
づ
か
真
政
会　

冨
川
晃
太
郎

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

報
告本

委
員
会
に
つ
い
て
は
、
本

誌
平
成
30
年
５
月
１
日
号
で
中

間
報
告
を
し
、
そ
の
時
点
の
結

論
と
し
て
は
、
「
今
後
出
さ
れ

る
財
源
不
足
へ
の
対
応
方
針
に

期
待
し
、
引
き
続
き
状
況
を
見

守
る
」
と
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
調
査
概
要
を
報
告

し
ま
す
。

委
員
会
の
概
要

○
設
置
日

　

平
成
28
年
12
月
20
日

○
任
務
事
項

・
第
２
次
行
財
政
運
営
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
に
関
す
る
こ
と

・
財
政
見
通
し
に
関
す
る
こ
と

○
設
置
の
目
的

本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、

改
善
を
促
す
必
要
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

第
２
次
行
財
政
運
営
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
進
捗
と
確
実
な
効

果
を
見
届
け
る
た
め
。

○
委
員
会
開
催
回
数

計
11
回

委
員
会
の
調
査
報
告
（
概
要
）

○
市
長
か
ら
示
さ
れ
た
財
源
不

　

足
へ
の
対
応
方
針

　

「
将
来
を
見
据
え
た
健
全
で

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
め

ざ
し
て
」
と
題
し
て
次
の
方
針

が
示
さ
れ
た
。

【
対
応
方
針
の
大
項
目
】

１　

財
政
見
通
し
に
お
け
る
収

支
不
足
へ
の
対
応

第
２
次
宝
塚
市
行
財
政
運
営

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る

取
組
を
着
実
に
進
め
、
徹
底
し

た
進
捗
管
理
と
適
宜
の
見
直
し

に
よ
り
、
引
き
続
き
財
政
健
全

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

２　

働
き
方
改
革
の
推
進
に
よ

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

職
員
の
心
身
の
健
康
を
守
り
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
や
り
が
い

を
持
っ
て
働
け
る
環
境
を
整
え
、

効
果
的
、
効
率
的
で
質
の
高
い

業
務
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た

な
課
題
に
も
対
応
し
て
い
く
こ

と
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

３　

将
来
を
見
据
え
た
行
財
政

運
営社

会
構
造
が
本
格
的
な
人
口

減
少
や
超
高
齢
社
会
に
よ
り
変

化
し
て
い
く
中
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
し
、
質
を
向
上
さ
せ

て
い
く
に
は
ど
の
よ
う
な
対
応

が
必
要
と
な
る
の
か
を
想
定
し
、

現
時
点
か
ら
そ
の
対
応
に
必
要

な
行
財
政
運
営
や
取
組
を
進
め
、

市
民
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
き

ま
す
。

○
調
査
結
果
の
ま
と
め

２
年
間
の
調
査
の
結
果
、
第

２
次
行
財
政
運
営
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
は
、
全
事
務
事
業
見
直

し
の
実
施
も
含
め
、
取
り
組
み

を
着
実
に
進
め
、
財
政
見
通
し

は
歳
入
が
減
少
傾
向
で
あ
る
中
、

歳
出
の
削
減
に
取
り
組
み
、
財

政
状
況
の
改
善
に
向
け
少
し
ず

つ
進
み
出
し
た
と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
も
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ
と
は

明
ら
か
で
、
行
財
政
改
革
の
取

り
組
み
を
引
き
続
き
着
実
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
推
進
の
た
め
に
は
、
具

体
的
財
源
不
足
へ
の
対
応
方
針

を
は
じ
め
、
本
市
の
厳
し
い
財

政
状
況
と
財
政
健
全
化
の
取
り

組
み
等
に
つ
い
て
、
市
民
に
対

し
丁
寧
に
周
知
し
、
理
解
を
求

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
市
民
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
再
検
討
を
求
め
る
声
が

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

本
市
が
目
指
す
、
「
将
来
を

見
据
え
た
健
全
で
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
」
の
確
立
に
は
、

市
民
の
理
解
の
下
、
間
断
な
く

財
政
健
全
化
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
、
こ
の
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
は
、
市
長
以
下
宝
塚

市
の
執
行
部
の
責
任
で
あ
る
。

委
員

◎
大
川
裕
之　

○
北
山
照
昭

伊
福
義
治　
　

江
原
和
明

梶
川
み
さ
お　

寺
本
早
苗

と
な
き
正
勝

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）
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問い合わせ　議会事務局　議事調査課
TEL　0797-77-2168　　FAX　0797-74-6902
E-Mail　m-takarazuka0178@city.takarazuka.lg.jp

阪
急
今
津
線

至宝塚

至宝塚
市役所

宝塚市立
西公民館

至西宮北口

郵便局郵便局

小林
派出所

駐
車
場
駐
輪
場

小
林
駅 イズミヤ

小林店
イズミヤ
小林店

N

開催日　 2 月 3日（日）
時　間　午前10時～正午

（開場：午前 9時30分）
会　場　西公民館 3 階  

セミナー室
阪急小林駅から徒歩 3 分

内　容　12月定例会の報告
※ 3 月定例会についての議会報告会は、平成31年 4 月に執行される任期満了に伴う市議会議員選挙の投票日の
　60日前以降に当たるため、市議会の規程に従い開催いたしませんのでご了承ください。

曲目
・モンティ「チャルダッシュ」
・フォスター「金髪のジェニー」
　　　　　　　　　　　　ほか
　ピアノ伴奏　中田 真理（なかた　まり）

「ベガ ジュニア アンサンブル」の指導
など、宝塚の音楽文化の発展を支えてい
ただいている、中田潔子さんのヴァイオ
リン演奏をお楽しみいただきます。

皆さまのご参加をお待ちしています。

◆
二
〇
一
九
年
は
市
立
中
央
公

民
館
の
第
二
期
開
館
、
手
塚
治

虫
記
念
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
続
き
ま
す
。

楽
し
み
で
す
ね
。

　

宝
塚
市
議
会
も
皆
さ
ま
に
よ

り
親
し
ま
れ
、
読
み
や
す
く
わ

か
り
や
す
い
誌
面
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。�

（
石
倉
）

◆
今
年
の
干
支
は
己
亥
（
つ
ち

の
と
い
）。
次
の
段
階
を
準
備

し
、
基
盤
を
固
め
る
の
が
良
い

年
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

広
報
広
聴
委
員
会
の
取
り
組
み

の
成
果
を
振
り
返
り
つ
つ
課
題

を
整
理
し
、「
か
け
は
し
」
誌

面
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た

め
に
委
員
の
皆
さ
ん
と
意
見
交

換
を
重
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
み
と
み
）

編
集
後
記

最後までお読みいただき
ありがとうございます。

誌面へのご意見やご感想
は、議会事務局までお気軽
にお寄せください。

宝塚市議会事務局
〒665-8665
　　宝塚市東洋町 1 番 1 号
TEL  0797-77-2168（直通）
FAX  0797-74-6902

議会報「かけはし」は、す
べての世帯と事業所のポスト
に宅配でお届けしています。

発行日を過ぎても届かない
場合は、下記のフリーダイヤ
ルへご連絡ください。

ジャパンメッセンジャー
サービス㈱
　　フリーダイヤル
　　0120-240-324
　 （ 9 時～ 19時まで）

議会報告会

参加無料
申込不要

中田 潔子（なかた　きよこ）

議場コンサート

中田 潔子
ヴァイオリンコンサート

※申し込み不要、入場無料です。
　直接、市議会傍聴席（市役所 4 階）へお越しください。
※議場コンサートに引き続き、本会議を開会します。

【お問い合わせ】
議会事務局総務課 TEL 0797－77－2034

２月15日（金）
午前9時30分～10時
＜開場は午前 ９ 時＞
市議会議場

このメンバーで、議会報かけはしを編集しています。

広報広聴委員会委員
左から　〇たけした正彦、若江まさし、藤岡和枝、◎大島淡紅子
石倉加代子、みとみ稔之（◎委員長、○副委員長）

※
議
会
報
か
け
は
し
は
年
４
回

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

次
号
は
、
５
月
１
日
発
行
予

定
で
す
。


